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最
近
の
新
聞
に
よ
る
と
、
日
本
の
個
人
の
金
融
資
産
は
二
一
四
一
兆
円
と
の
こ
と
。
財
務
省
が
国

の
予
算
が
赤
字
な
の
で
、
財
政
の
健
全
化
の
た
め
暗
に
増
税
を
仄
め
か
す
と
、
元
財
務
官
僚
の
高
橋

洋
一
氏
が
、
総
て
の
国
富
に
目
が
届
か
な
い
財
務
官
僚
は
狭
い
範
囲
で
の
考
察
し
か
で
き
な
い
の
で
、

こ
の
よ
う
な
発
想
に
な
る
。
国
全
体
で
見
る
な
ら
、
短
期
間
の
財
政
の
赤
字
は
全
く
問
題
な
い
と
突

っ
ぱ
ね
る
。 

 

こ
こ
に
二
〇
二
一
年
の
金
融
資
産
の
内
訳
の
日
米
比
較
デ
ー
タ
が
あ
る
。
日
本
は
五
五
％
が
預
貯

金
、
米
国
は
十
一
％
、
株
式
・
債
権
は
十
五
％
と
五
十
三
％
で
、
資
産
の
内
容
が
大
き
く
異
な
る
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
二
〇
〇
〇
年
を
起
点
と
し
た
十
年
後
の
資
産
総
額
は
日
本
が
一

．
四
倍
に
対
し

て
、
米
国
は
三
倍
に
達
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、「
失
わ
れ
た
三
十
年
」
で
あ
る
。
ガ
ラ
携
と
言
わ
れ
た

音
声
電
話
に
文
字
情
報
が
送
れ
る
機
能
を
可
能
に
し
た
の
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
だ
っ
た
。
そ
れ
を
横
目
で
見
て

い
た
ア
ッ
プ
ル
が
ウ
オ
ー
ク
マ
ン
同
様
な
品
質
の
音
楽
、
さ
ら
に
画
像
デ
ー
タ
を
送
ら
せ
る
よ
う
に

し
た
。
そ
し
つ
い
に
パ
ソ
コ
ン
同
様
な
機
能
を
実
現
し
ス
マ
ホ
と
言
う
別
次
元
の
端
末
を
創
り
出
し

た
。
官
僚
組
織
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
携
帯
電
話
に
楽
し
さ
と
か
、
次
元
の
違
っ
た
便
利
さ
、
ボ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
や
、
漫
画
を
組
み
込
む
発
想
の
主
導
権
は
握
れ
な
か
っ
た
。 

 
 

預
貯
金
の
五
〇
％
強
と
い
う
こ
と
は
、
正
に
タ
ン
ス
預
金
と
同
じ
だ
。
手
応
え
の
あ
る
利
子
も
払

え
な
い
銀
行
は
タ
ン
ス
預
金
を
助
長
さ
て
い
る
。
即
ち
、
資
金
を
活
用
し
て
経
済
を
成
長
さ
せ
る
こ

と
を
さ
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
う
言
う
活
動
し
な
か
っ
た
の
は
高
度
成
長
後
の
制
度
疲
労
が
長
く
続
い
て

た
め
か
も
し
て
な
い
。
タ
ン
ス
預
金
は
色
々
使
い
道
が
あ
っ
た
は
ず
、
例
え
ば
光
合
成
の
原
理
の
解

明
に
投
資
す
る
と
か
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
製
造
に
触
媒
を
使
っ
た
本
当
の
省
エ
ネ
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に
寄

与
す
る
と
か
、
こ
れ
ら
は
一
〇
年
か
二
〇
年
後
に
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
が
、
短
期
の
企
業
業

績
に
は
結
び
付
か
な
い
。
本
当
に
実
現
し
た
ら
、
人
類
の
生
存
に
限
り
な
い
寄
与
を
す
る
。
タ
ン
ス

に
寝
か
し
て
お
く
よ
り
は
る
か
に
お
金
の
賢
い
使
い
道
だ
。
政
治
家
に
そ
の
素
晴
ら
し
が
わ
か
ら
な

い
の
か
。
出
よ
ジ
ョ
ブ
ス
！ 

 

（
二
〇
二
四
・
七
・
一
一
） 

 


